





















































は平成 29 年 10 月末である。報告書の表紙に
記された平成 29 年 3 月の日付と実際とは半
設楽ダム予定地周辺の断層・破砕帯をめぐって
（Ⅲ）本体工事開始直前の国の調査報告書を読む
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②　卓越した断層系、N70 ～ 85E 走向、
60 ～ 80N 傾斜が存在する。
③　卓越した断層系に一致し、連続性が







　図 4.1.7 は、平成 27 年度の報告書の概要を
まとめて表示するもので、ダムサイト左岸の






























































　 断 層 F- ①、F- ②、 f- ④、f- ⑤ の 走 向 は、
東西断層系とはいうものの、やや北に向い










　「4.1.4 ダムサイトの断層」の本文 33 ページ、
および図 4.1.7 において、F- ③の走向が「NE-












　　	（破砕幅 10 ～ 20cm程度のもの）




4.1.3 10 20cm 37  
  (m)   (cm) (m)  
TL-3 29.5 N77E 62N 15.0 0.2~1 61N / 27W 
TL-4 50.9 N87W 60N 10.0 0.5~1 60N / 0 
TL-5 64.8 N88E 65N 5~10 0.4 65N / 11W 
 
F-  
TL-6 46.7 N73E 65N 10~30 0.3 64N / 36W 
F-  TR-3 34.5 N68E 60N 10~15 0.6~2 58N / 36W 
F-  TR-3 99.0 N29W 50S 15~20 1~2 32S / 45W 
4.1.5 39
4.1.5 10 20cm 39  
  (m)   (cm) (m)  
M5 38.4 N77W 71N 3.5  71N / 31E 
M10 60.1 50  2.0   
M19 37.25 N39E 62N 2.0 0.6 48N / 57W 
M20 40.9 N51W 64N 10~15 0.3 59N / 50W 
M22 20.5 N87W63N 5.0  63N / 0 
M26 49.3 N48E 66N 15.0 0.25 58N / 58W 
M73 51.85 N81E 53N 1.0 0.8 52N / 15W 






M83 44.1 N85W 64N 2.0  64N / 4E 
M3 79.7 N84W 69N 8.0 2.3 69N / 8E 
M17 56.85 N57E 55NW 5.0 0.3 50N / 40W 
M44 50.6 75  15.0 3.0  
 
F-  
M79 38.65 N84E 62N 2.0  61N / 16W 
M17 73.6 N27W 55W 10~15  36S / 51W 
M25 78.6 N25W 40W 3.0 0.5 22S / 37W 
M37 19.8 N20W 46W 10.0 2.7 22S / 43W 
M42 54.45 N27W 37W 3.0 0.65 21S / 33W 
M44 50.6 75  15.0 0.15  
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　右岸で東西走向の F- ②と交差する F- ③に




N15~50W と 7 個のデータのすべてが NW-SE
（北西 - 南東）となっている。ところが、図 4.1.7
中の特徴説明では、「熱水変質を伴う断層。
NE-SW 走向。」と記されている。「4.1.4. ダム
サイトの断層」（33 頁）の本文 7 ～ 8 行目で
も、「･･･、右岸 TR-3 坑の坑奥で確認される
NE-SW 方向の熱水変質を伴う断層 F- ③と
･･･」と記されていて、F- ③断層についての
説明は明らかに表 4.1.3 および表 4.1.5 にまと
められている調査データと食い違っている。
　3-8	断層 F- ③の特徴について
　表 4.1.3 および表 4.1.5 から断層 F- ③の特
徴をまとめると、走向は N20~29W、傾斜は
19~36S ～ 25~51W で、堤体の真下を切って
おり、傾斜は南西方向で右岸斜面の傾斜に近
い。破砕幅は 15 ～ 20cm とさほど大きくは


































集編】の 165 頁に “Y+1 地質断面図 ”、166
頁に “Y+0.5 地質断面図 ” が収められている。
これらの図の河床部の深度 90 ～ 70m ほどの
ところに断層線が引かれている。これらの
図には、その線について何の説明もつけら
れていないが、これは、平成 14 年度の M40
孔 , M41 孔ボーリング調査によって確認され
た（注５）もので、平成 20 年度設楽ダム地質総
合解析業務報告書（平成 21 年 3 月）（注６）の
（4-57）頁に「F-3 断層」として丸 1 ページに
わたる記載がある。その記載によれば、その













見つかっていた F-2 や F-3 断層についても、
あらためて精度の高い調査をする必要がある
と思われる。
　平成 27 年度報告書の “Y+1 地質断面図 ”、
“Y+0.5 地質断面図 ” には、F- ③断層と（平














4.1.4 5 10cm  
  (m)   cm  (m)  
f-  TL-6 61.3 N53E 70S 10.0 0.1 65S / 60E 
f-  TL-6 82.4 N77E 85N 5.0 0.1 85N / 72W 
f-  TR-6 38.5 N81E 55N  1 1.5 54N / 17W 
 
4.1.6 5 10cm  
  (m)   cm  (m)  
f-  M19 77.1 N62E 82N 10.0 0.65 81N / 75W 
f-  M6 68.8 55  1.5 0.25  





図 7　「平成 27 年度設楽ダム周辺地質解析業務報告書　【図面集・写真集編】図 Y+0.5」、


































































　その上、堤体右岸斜面を “ 北西 - 南東走向 ”
南傾斜で切る断層F-③（この報告書では、 “北











































注２）：この報告書の表題は “ 平成 27 年度 ”、日付は
平成 29 年 3 月となっているが、実際に開示され
たのは平成 29 年 10 月末であった．平成 29 年 3
月末において横坑調査が継続していたことを示す
看板の写真（図 1、図 2）．
注３）：堤体の位置は、右岸ではほぼ Y+1 ～ Y-1 の
範囲である．
注４）：平成 21 年度設楽ダム地質総合解析業務報告









書，平成 21 年 3 月．（4-57）頁に河床部の F-3 断
層が記載されている．
注７）：電源開発（株）、「豊川水系寒狭川 設楽ダム
計画地点地質平面」、「同　断面」昭和 38 年 3 月 .　








知大学綜合郷土研究所紀要 62,1 ～ 9（2017.3）．設
楽町清崎下の沢地内の道路工事現場で見つかった
東西走向の断層を延長するとダムサイト左岸高標
高部に向かう．
（15）
